





A case of a Three-Rooted Lower First Premolar
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上　　条 恩田他 小野他 下総他 亀島 山　　　下 拝田他
♂ ♀ F 司 司 司 π 「 司 可 司
歯冠の長さ 8．15 7．77 10．05 7．20 8．10 7．60 9．00 7．80 9．70 9．00 8．30
歯冠の幅 7．00 6．88 7．20 6．90 7．00 7．30 7．30 7．95 7．70 7．60 7．30
歯冠の厚さ 7．77 7．61 8．20 7．95 8．00 8．00 8．50 7．65 9．15 9．15 8．70
歯根の長さ 13．50 13．10 10．00 10．20 12．30 10」0 11．00 11．25 12．95 13．30 11．60
歯牙の全長 21．66 20．72 20．05 17．50 20．40 17．50 20．00 19．05 21．85 22．30 19．90
58 恩田他：3根を有する下顎第1小臼歯の1例
表2．側別
報告者 報告年 材　料 例数 右 左
抜　去　歯 2 1 1
吉　永 1937
生　　　体 1 1
上　里 1940 生　　　体 1 1
小野他 1955 生　　体 1 1
石塚他 1959 生　　　体 2 1 1
下総他 1959 抜　去歯 2 2
亀　島 1961 抜　去　歯 1 1
岡元他 1961 抜　去歯 1 1
山　下 1962 抜　去歯 3 2 1
藤田他 1965 生　　　体 1 1
拝田他 1966 生　　　体 1 1
川崎他 1969 生体（X線） 2 2
恩田他 1978 抜　去　歯 1 1
計 19 ll 8
的な変化で，非対称に生ずるのは環境によるとの
べている．この説に従えば下顎第1小臼歯の3根
は遺伝的なものではない様である．
考 察
1、原始形（猴徴，祖先がえり）
　下顎小臼歯の歯根数は　Tomes　18）によれぽ
Macaque　monkeyやAnthropoid　Apesは2根で
あるとのべている．奥村14）は下顎小臼歯の2根分
岐を猴徴として記載しているが3根分岐について
はふれていない．また，川崎他川は下顎小臼歯の
3根は猿類にもみられないのだから祖先がえりと
は考えられないとのべている．たしかに，＾Bolk
（Churchill　i）より引用）が第3大臼歯の後方に生
ずる歯を正常歯牙に属しないから第4大臼歯とい
わずに日後歯と呼んだのと同様，下顎小臼歯の歯
根も2根までは原始形（猴徴）としてあつかい，
3根以上の場合は左右非対称に生ずることもあっ
て，他の環境の変化によって生じたものと考えた
い．
2　大臼歯化
　上條7｝によると下顎第1大臼歯の3根は27．
6％とかなり高率にみられる．
　また，Visser（Gorlin　J．　R．，　etc．7）より引用）
は3根歯について下顎第2小臼歯に2例（0．1％）
みとめ，下顎第1小臼歯にはみとめないと記載し
ている．
　そして，Butler（Dahlberg　2）より引用）は1つ
の形質は一定の点で強く現われ末端に行くに従っ
て弱くなるという．
　藤田他4）は下顎小臼歯の2根歯までは大臼歯化
と考えられるとのべているが3根歯についてはふ
れていない．もし，この変化を拡大解釈して大臼
歯の3根化が第1小臼歯までおよんだとすれば，
第1小臼歯より第2小臼歯に明らかに多く現われ
なければならない．
　要するに，これまでの資料から3根化が猿類に
はみられないが人類のみにみられる進化形質ある
いは原始的形質と考えるのは無理で，やはり下顎
第1小臼歯の3根化は環境の変化によって生じた
異常と考えるのが妥当の様である．
　なお，Fuller　5）は過剰根の原因として生後発育
する歯根にたいし，外傷，圧迫，や代謝疾患が加
わって生ずるのだとのべている．後日調べてみた
い．
結 論
　咬耗のほとんどない3根を有する下顎第1小臼
歯について調査し，次の結果をえた．
　1）歯冠の長さ，幅，厚さとも正常な小臼歯よ
り大きい．
　2）正常な小臼歯より全長は少し短かく，歯根
の長さは非常に短かい．
　3）分岐部より根端までの長さは近心頬側根が
最も長く，遠心頭側根が最も短かい．
　4）根管は3根管で歯根の中央で分岐している．
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